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1桜 の散り侍りけるを見てよめる。(古 今和歌集 ・春下)





の よ うに 、 人 以 外 の 自然物 等 を主 体 と して 用 い る こ との で きる段 階 に は 至 って い
るの で あ る。 こ うい っ た、 話 し手 の 自 己側 の 事 柄 と は言 え な い も の に っ い て も
「侍 り」 を 用 い る こ とが で きる と い う こ と は、 当 時 の 「侍 り」 とい う表 現 が 、 「尊
者 に対 して 低 く位 置 づ け る」 と い う意 義 を越 え る新 た な 意義 を す で に持 って いた
とい う こ とで あ る と考 え な け れ ば な らな い。 しか も、 そ れ が 現代 の丁 寧 語 と は異
な る と い う こ と で あ れ ば 、 そ れ は い っ た い どの よ うな も の で あ っ て 、 「桜 」 や
「雨 」 や 「雪 」 を 主 語 と した文 に用 い る こ とで、 実 質 的 に どの よ う な表 現 価 値 を
付 加 す る こ とが で き たの だ ろ う とい う疑 問 が 生 じて くるの で あ る。
この 点 にっ いて 、 従 来 の説 明 を 見て み る と、 た とえ ば、 阪 倉 篤義(1952)は、
1の 例 を、
5そ の北の方なむ某が妹 に侍 る(源 氏物語 ・若紫)
と い う例 と と もに挙 げて 、
このような表現 において は、右の 「北の方」「桜」が、 いは 曙 舌手 の側 に属す るもの
と して把へ られて ゐるので あっ て、 これを通 じて話手 の気持 が表 はされ てゐ るもの
と見るべきで あ らう。(傍線筆者)
と説 明 す る。 しか し、5の 用 例 の よ うに 「妹 」 を話 手 の側 に属 す る も の と す る の
は理 解 で きる け れ ど も、1の よ うな 「桜」 が 散 った こと を それ と同 列 とす る こと
に は到 底 納 得 で きな い。
一 方 、 杉 崎一 雄(1994)は、 「しか し、 『侍 り』 の全 部 が 『自 己側 に侍 り』 の用
法 ば か り とは言 え そ う もな い。」 と して 、 「自己 の上 に あ る と は考 え に くい」 用 例
を い くっ か 挙 げ て、
「(あなた はご存 知ないだ ろうが)あ る事 実の存在 を自分は知 って います」 また、
「ある事 実があ るはずだ と自分 は思 っています」の ように、「何事か のあ る」 という
ことを、自己の感想 と して表現 してい る。(61頁)
と、 述 べ 、 さ らに、
すなわ ち、 自己側の ものの存 在を主 と し、 さ らに 「自己側にあ る」場合 、 また、 あ
る事実の存在を 自分の知 っている こととして 自己側 の事実 と して一 表現す る、
そんな意識で用 いられたのが 「侍 り」 ではないかと思 う。従 って、前節(杉 崎49頁)



































て 自己側の事実 として一 表現する」ということにあたるかもしれない。 し
か し、用例3に っいては、話者である道綱自身が、心中で 「雨もひどく降るだろ










一 人 称 ・ 0 O 0
三人称(自己側) 0 O 0
三人称(中 立) X 0 0
三人称(尊者側 X X 0
二人称 X X 0









未だ 「丁寧語ではない」と言わなければならない状況を、単に 「過渡期」 という
言葉で片付けることな く、実態に即 して記述 していかなければならないと言える
のである。そ して、そのためには、「三人称(中 立)」を主体 として用いられる
「侍 り」が、どのような状況で、 どのように用いられているか ということを仔細
に検討 し、そういった用法をも包括できる表現価値を見出 していくという手続き
が必要となると言えよう。
1-3「 侍 り」 の使 用 基 準 に つ い て の疑 問
次 に、 ② 「侍 り」 の使 用 基 準 に っ い て で あ る が、 現 代 の 丁 寧 語 と異 な り、 当代
の 「侍 り」 の使 用 が 必 須 で なか った とす るな らば、 そ れ は、 ま った くラ ンダ ム に
用 い られ て い た と い う こ とか 。 そ れ と も、 た とえ ば何 か 聞 き手 へ の 敬 意 を強 調 し
た い時 に用 い られ る と い っ た、何 らか の 他 の フ ァク ターが あ った の だ ろ うか 。
北 原 保 雄(1994)では、 この点 に っ い て言 及 さ れ て は い る もの の 、
ど うして、 「侍 り」 は一貫 して用い られないのか。 その理由は分か らないが、お そら
く、「です」 「ます」 のよ うな聞 き手 に対す る敬語 にな りきっていず、 まだ謙譲語的
な性格 を保持 して いるためだろ う。
と、 「過 渡 期 」 で あ る こ と に帰 結 させ るに とど ま って い る。
一 方 、 森 野 宗 明(1971)は、
「ます ・です」 が 「ます ・です」体 と して一文体 を形成す るの に、「はべ り」 にはそ
のよ うな ところがないという点 も、 その丁寧語 の弱 さの露呈で あるとよ くいわれ る。
た しかに、 そういう点 も考慮 されねばな るまいが、 当代 で も、一っの対話 文が 「は
べ り」で埋 まって いるよ うな例 も決 してす くな くはない。…(中 略)… 謹粛、畏敬




















たとして も、 もしも同じ場面における一っの発話の中で、「侍 り」の使用に一貫
性がないことが許容されている場合があるのならば、それはなぜかという問題が

















































ていたとされる、対者敬語としての 「一さぶ らふ」が、『源氏物語』では一例 も
用いられない(つ まり、『源氏物語』 は 「侍り」専用)で あることなどを考える
と、そこには、なん らかの表現上の 「操作」が行われている可能性は否あない。
そこで、本稿においては、『蜻蛉 日記』を対象としてその全ての会話文 と消息


















































































話し手 聞き手(会 話数)【 「侍 り」の数】















倫寧(道綱母の父) 道綱母(4)侍 女 ・従者等(1)
道綱母の母 道綱母(4)
道綱母の妹 ★道綱母(3)【2】










侍女・従者等 ★道綱母(55)【4】 侍女 ・従者等(17)土 地の者(1)
僧 ・法師(1)
下賎の者 道綱母友人(2)




















































れ る もの を 列 挙 して み る と、 や は り、 自己側 の事 柄 につ い て用 い た場 合 が 圧 倒 的
に多 い こ とが わ か る。AとBは 、 そ の典 型 的 な例 で あ る と言 え るだ ろ う。
A[自 分 の 状 態 を言 う](私 ハ○ ○ デ ア ル)
6ね ぶた くもはべ り 道綱→道綱母(235頁)
7い と苦 しうはべれど、 いかがは 道綱→兼家(250頁)
8い となむゆゆ しき ここち しはべ る 道 隆→道綱母(249頁)
9千 歳の命たふま じきここちなむ しはべ る 遠度→道綱母(338頁)
10う ちなる人 だに靜心 な くはべるを 道綱母→遠度(331頁)
B[自 分 の行 為 を言 う](私 ハ ・私 ガOOス ル ・OOシ テ イル)
11い み じくもののおぼえはべ ること 道綱母 の妹→道綱母(237頁)
12そ のほどはるかにおぼえはべ るを 遠度→道綱母(335頁)
13胸 は しるまでおぼえはべるを 遠度→道綱母(335頁)
14心 細 うもののおぼえはべること 遠度→道綱母(348頁)
15今 日は帰 りて、後にまゐ りはべ らむ 道綱母 の妹→道綱母(237頁)
16今 宵 は生ひな ほりして、 まゐりはべ りっ る 遠度→道綱母(338頁)
5
17そ そのか しはべ らむことは、 かたきここちなむする 道綱母→遠度(347頁)
18一 夜の いとか しこきまで聞こえさせ はべ り しを 遠度→道綱母(338頁)
19一 っ一っをだ に、なす ことに しはべ らん 遠度→道綱母(336頁)
20大 殿の御暦、中切 りて繼 ぐわざも しはべ りに しがな 遠度→道綱母(346頁)
21撫 子の種 とらむ としはべ りしかど 侍女→道綱母(252頁)
22手 を折 りはべれば 遠度→道綱母(339頁)
23指 三っ ばか りは、いとよ う臥 し起 き しはべ れど 遠度→道綱母(339頁)
24っ れつれ と過 ごしはべ らむ月日を 遠度→道綱母(339頁)
25宿 直 ばか りを、簀の端 わた り、許 されはべ りなむや 遠度→道綱母(339頁)
26こ こにわづ らひはべ りしほどの、近 うなれ ば 遠度→道綱母(347頁)
27去 年か ら山 ごもりしてはべるなり 法師→道綱母(277頁)
次 に挙 げ る の は、 それ 自体 、 自 己側 の事 柄 で は な い、 一 般 的 な 物事 を を 主 体 と
す る もの で あ るが 、 それ ぞ れ、 何 らか の形 で 「自 己側 の 事 柄 」 との 関 連 が 見 られ
るQ
C[自 己 の もと に存 在 す る](私 ニ ア ル)
次 の三 例 の 「侍 り」 の 主体 とな る 「お そ ろ しき こ と」 「もの す べ き こ と」 「(結
婚 の許 可)」 と い っ た事 柄 自体 は 「自 己側 の事 柄 」 で はな く、 一 般 的 な もの で あ
る。 こ こ で は、 「私 に と って」 「私 に」 とい った部 分 で 自己 の 領 域 に 「あ る」 とい
うこ と を述 べ る部 分 に 「侍 り」 が用 い られ て い る。
28お そろ しきことはべ らじ 遠度→道綱母(332頁)
29っ とめて、寮 にものすべき ことはべる も 遠度→道綱母(348頁)
30い とまめやか には、心 ひとっに もはべ らず 道綱母→遠度(347頁)
次 の2例 も、 上 記3例 と似 て い る の だ が、 「侍 り」 の 主 体 が 、 尊 者 側 の事 柄 で
あ る と こ ろ が、 問 題 と な る。
31「 な死 にそ」 と仰せはべ りしは、 遠度→道綱母(338頁)





























この二例は、いずれも 「仰せ」が自分のもとに 「ある」 ということを述べる時
に 「侍り」が用いられたもので、一見 「自分のもとに」ということでへ りくだっ
ているようではあるが、本来尊者に属するはずの 「仰せ」が、 自分のところに下













































えて、出先で雨が 「降った」というのではなく、「降るか」 と思 っただけであり、
情報の所有であるとも考えられない。また、この部分は心内語の引用であるから、
「雨が降 る」 という判断の段階では、対者は存在 しない。そして、そのように考
えたということを、 この時点の聞き手である道綱母に対 して言うのであれば、












































なお、上記の リス トからは、他にもいくっかの傾向を読み取 ることができる。
まず、「おぼえはべる」という組み合わせが、4例 と、やや定型化 した表現と



















時に、森野宗明(1971)が当代では見 られない(補注1参 照)と した、相互的な
使 用 の 例 で もあ る と言 え る。 ま た 、道 綱 母 か ら遠 度 に対 して は、 全 部 で13回の 発
話 が あ る が、 「侍 り」 が 用 い られ て い るの は、2会 話 だ けで 、 残 りの11会話 で は
用 い られ て いな い。 これ は、 そ れ らの11会話 が 、 短 い もの で あ っ たた め な どで は
な い 。 一 例 を あ げ て み よ う。
44い とまがまが しきほどなれば、か うのたまふ も、夢の ここちなむす る。 小さ きよ
りも、世にいふなる鼠生ひのほどにだにあらぬを、いとわりな きことになむ。(331頁)
45こ れ はい とさにはあ らず。 あやに くに面嫌 ひす るほどなれ ばこそ(335頁)
上 の 会 話 の傍 線 部 は、 「侍 り」 の 使 用 例 を あ げ た先 の リス トに照 ら して も、 「こ
こ ち な む し侍 る」 「鼠 生 ひの ほ ど に だ に侍 らぬ を」 「い と さ に は侍 らず」 「お も ぎ
ら ひ し侍 る ほ どに 」 の よ う に、 「侍 り」 を 用 い た と して も何 ら不 思 議 が な い 箇 所
で あ る。
そ こで 、 道 綱 母 が 遠 度 に 対 して 「侍 り」 を用 い て い る場 面 を検 討 して み る。 そ
の 一 っ は、 先 ほ ど少 し事 情 を 述 べ た 、43の直前 の発 話 で、 次 の よ う な場 面 で 発 せ
られ て い る。
46(遠 度)「…(前 略)… なほいかで大殿 の御暦、 中切 りて継 ぐわざ もしはべ りに し
が な」 とあれば、 いとをか しうて、(道綱母)「帰 る雁をなかせて」 など答 へたれば、
いとほが らかに うち笑ふ。 さて、かの びび しうもてなす とあり しことを思 ひて、(道
綱母)「いとまめやか には、心 ひとっに もはべ らず、 そそのか じはべ らむ ことは、か
た きここちなむす る」 と ものすれば、(遠度)「いか なる ことにか はべ らむ。 いかで
これをだにうけたまはらむ」 とて…(347頁)
こ の短 い場 面 の 中で 、 下 線 を施 したの 「か の び び し う もて な す とあ り し ことを 思
ひ て」(あ の、 遠 度 を は な や か に もて な して い る と、 兼 家 か ら言 って き た こ と を
思 い 出 して)と い う一 文 を 境 に、 道 綱 の 母 の 態度 が一 変 して い る の は明 らか で あ
ろ う。 つ ま り、 前 半 部 は、 女 君 との 結 婚 が 兼 家 に よ って遠 い先 に設 定 さ れて い る
こ と に し びれ を切 ら した遠 度 が、 「兼 家 の 暦 の 真 ん 中 を切 り取 って 張 り合 わ せ よ
うか」 と冗 談 を言 い、 そ れ が 「い とを か しうて 」、 即 座 に道 綱 母 も 「帰 る雁 を な
かせ て」 と、孟 嘗 君 の故 事 を引 いて 冗 談 で 応 酬 し、 遠 度 は 「い とほが らか に う ち
笑 う」 の で あ る。 何 と も親 密 で 心 の通 った 間 柄 を二 人 で楽 しん だ そ の直 後 、 道 綱
の母 は、 兼 家 か ら聞 か され た、 遠 度 との 仲 を 取 りざ た す る皮 肉 を思 い 出 し、 そ し
























































ぞれの整合性を考えていくことを通 して、平安中期の 「侍 り」の具体的な働きが
再構できるのではないかと考えている。
1こ のほかに、森野宗明(1971)は、現代の 「丁寧語」との違いとして、当代
の 「侍 り」は、下位者か ら上位者に向けての使用に限られることも指摘 してい
る。
2金 水敏(2004)では、謙譲語から丁寧 ・丁重語へ と変化 した形式にっいて
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